















































































































































































































































































































































































































図13 初代仮議事堂の議場小屋組 図14 ドイツ小屋の技法を応用した広島仮議事堂議場小屋組
7.広島仮議事堂議場小屋組の再考
番号13については，写真（図4）で見るように陸梁と二
重梁のそれぞれ中央を抱束（吊束）が挟んでいる状態を，
その上にある合掌（峠）にまで応用して，これら3点を抱
束が挟んでいると推察すると合理的に説明できる。
このことから，議場小屋組は母屋組ではないことになり，
図14の母屋を合掌の上に置き換え，母屋の上に垂木を直
交させるという変更を行うことにした。では，これですべ
て矛盾なく解決できたのだろうか。
小屋組と小屋組の間の桁行に振れ止めが入り，それが大
母屋とも接合しているという番号11の内容と整合させな
ければならない。すでに小屋組同士には番号10にいうと
ころの振れ止めが二重に入っている。これらは桁行に水平
に入るので，番号11の振れ止めは斜め方向に入り，それ
が大母屋にまで達していることになる。写真（図4）で見
られる範囲には，このような振れ止めは確認できないので，
二重梁から上にあることになる。ではどこにどのように振
れ止めを入れればよいのか。この種の振れ止めは，真束
（ここでは抱束）と棟木をぐと考えるのが妥当なので，大
母屋という呼称は，やはり棟木を指しているのではないか
と仮定した。ただ，振れ止めのもう一端である抱束の側面
に同部材を金具（釘）で止められるのかという懸念はある。
しかし，写真で見る限り，この抱束は相応の厚みがあるの
で，それに耐えられると判断した。
最後に残るのは，合掌の上に置く母屋ならびに垂木の本
数となる。母屋の上に載る垂木が2寸角であること，屋根
の重量を過度に増やさないこと，葺きによる軽量な屋根
であることを勘案して割付け，母屋は合掌頂部に置いたも
のを除いて計8本，母屋の間隔を約135cmとする（図15）。
垂木については，通常の軽量屋根の垂木間隔は約 45cm
が基準であるが，ここでは臨時の仮設建物ということで，
小屋組間（248cm）に 3本，すなわち垂木間隔を 62cm
（約2尺）とする。
ところで，妻木は造家学会での講演にて，次のような発
言をしている。「成るべく広島市に有合の材料を使用し且
つ広島職工に適する仕事にしてやりたいと云ふ精神で御座
りました」18）
この場合の広島の職工に適する仕事とは，職工（大工）
がすでに馴染んだ構法施工を用いることだと解釈でき，そ
れは工期を遅らせられないという状況が背景にあることは
言うまでもない。
実は広島仮議事堂の近隣には，日清戦争のための広島陸
軍予備病院が建てられた。同予備病院は明治27（1894）年
7月から患者を受け入れているので，仮議事堂の建設前に
あったことになり，その病棟の写真や内部を克明に描いた
絵が残っている（図16）。屋根は茅葺きで，病棟内には，
丸太の陸梁が梁間に架かり，その両端から合掌が立ち上が
っていることがわかる。合掌はその頂部で棟木を支え，陸
梁と合掌頂部は，抱束で両面から挟み込まれている。さら
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図15 広島仮議事堂議場小屋組の復元図
（二重梁と合掌上端の窪みは竹材が入る位置を示す）
に小屋組の屋根面には縄で止められた竹が垂木代わりに入
り，茅葺きであることまで描かれている。
妻木はこの陸軍予備病院については何ら言及していない
が，規模の大きく，また工期の極めて短い仮議事堂をいさ
さかの遅延も許されずに完成させなければならなかった責
務を考えれば，職工たちが間近に見ることができた陸軍予
備病院で用いられた構法を，仮議事堂に応用したのではな
いだろうか。とくに陸梁中央と合掌頂部を抱束が挟みこむ
構法は，仮議事堂のそれと一致する。
一般に，わが国への洋小屋の導入については，日本人だ
けによる設計例の中では官庁営繕の建築に早くから正確な
洋小屋が見出せ，明治8（1875）年から用いられたとされ
る。また大工層に洋小屋の知識が広まるのは明治30年代
で，明治24（1891）年の濃尾地震が洋式の小屋組を普及さ
せたという19）。広島仮議事堂は官庁営繕の仕事であり，
その時期はまさに大工たち職工に洋小屋が普及する過渡期
であったことになる。
結 論
広島仮議事堂の議場の規模は，梁間63尺（約19.1m），
桁行90尺（約27.3m）であった。初代仮議事堂の議場（第
2次仮議事堂の議場も同じ規模）は，梁間53.5尺（約16.2m），
桁行82.5尺（約25.0m）であったことから，梁間，桁行と
も広島仮議事堂の方が大きい。
本稿で参照した滝大吉の『建築學講義録』（註15）には，
小屋組を構成する各部材の寸法一覧が掲載されているが，
梁間に架かる陸梁の長さは最大で45尺（約13.6m）まで
であった。広島仮議事堂は，当時の建物としては破格の大
きさをもっていたのである。
妻木頼黄が広島仮議事堂に用いた小屋組には二重梁があ
るので，対束小屋組に似るが，二重梁の両端を束で支持し
ていることと，小屋組中央に抱束（挟み吊束）があること
で，対束小屋組とは異なる。また，母屋組を前提とするド
イツ小屋とはそもそも架構法が違うものであった。ただ，
ボルト締めをはじめ金具を多用していることと，抱束，挟
束が他の部材を挟んで小屋組の重要な構成部材になってい
ることは，部材の箇所は違うもののドイツ小屋における控
梁や帯梁の働きと共通する。
広島仮議事堂が建てられた明治27（1894）年は，わが国
の大工が洋小屋技法を習得する過渡期に当たるとされる。
このとき妻木頼黄には，規模の大きな建物を短期間で建て
るという使命があり，地元の大工が会得していたより馴染
みのある構法を採用するに至ったという可能性は十分に考
えられる。
このように，広島仮議事堂の小屋組は対束小屋組，ドイ
ツ小屋の技法を応用しながら，教科書にあるようなその種
の標準的な技法に則ったものではなかったが，それゆえに
同議場小屋組は，この時期の洋小屋の地方への伝播のあり
方を垣間見せてくれる興味深い事例であったといえる。
なお，広島仮議事堂の議場小屋組がどの程度特異なもの
であるかは今後の課題であり，陸軍予備病院以外の類例の
有無について調査することで，改めて論じてみたい。
註
1）堀内正昭:「国会仮議事堂の図面の変遷史わが国の国会仮
議事堂に関する研究」，日本建築学会計画系論文集 第604
号，2006.6，pp.191196 堀内正昭:「初代国会仮議事堂の
小屋組についてわが国の国会仮議事堂に関する研究 その
2」，日本建築学会計画系論文集 第607号，2006.9，pp.179
184 堀内正昭:「初代国会仮議事堂（竣工1890年）の屋根
葺き材について」，日本建築学会大会学術講演梗概集，2006.
9，pp.433434 堀内正昭:「初代国会仮議事堂（竣工1890
年）の屋根伏せについて」，2006年度日本建築学会関東支部
研究報告集，2007.2，pp.429432 堀内正昭:「初代国会仮
議事堂関連図面の発見とその構法について」，日本建築学会
大会学術講演梗概集，2008.9，pp.195196
2）参照。営繕管財局編纂:『帝國議會議事堂建築の要』，大蔵
省営繕管財局，1936，pp.212
3）妻木頼黄の経歴については次の文献を参照。博物館明治村編
集:『明治建築をつくった人々 その四 妻木頼黄と臨時建
―41―
図16 広島陸軍予備病院
（「広島予備病院行啓」昭和4年，石井柏亭筆）
築局国会議事堂への系譜』，名古屋鉄道，1990 長谷川堯:
『日本の建築［明治大正昭和］4議事堂への系譜』，三省堂，
1981，pp.113184
4）広島仮議事堂については次の文献が詳しい。北原遼三郎:
『明治の建築家 妻木頼黄の生涯』，現代書館，2002，pp.5
47 同書では広島仮議事堂に一章を割いて工事の末を詳述
しているが，建物そのものを分析するものではない。
5）妻木頼黄は内閣臨時建築局に属したが，明治23年3月に同
局は内務省土木局に移管される。
6）財団法人広島市文化財団広島城編集:『企画展 日清戦争と
広島城』，広島市市民局文化スポーツ部文化財課，2011（初
版2009），p.50
7）妻木頼黄:「廣島に於ける假議事堂に就て」建築雑誌9（107
号），1895.11，pp.295313
広島仮議事堂の準備から職工達の手配を含む完成までの末
の講演録で，平面図1枚，貴族院ならびに衆議院の各議場内
の写真が付く。
妻木頼黄:「廣島假議院新築工事ニ就テ」工学会誌 第174
巻，1896.6，pp.268287
8）妻木頼黄:「廣島に於ける假議事堂に就て」（前掲書），p.312
引用に際して，旧漢字を新漢字に改めている。以下同じ。
9）同，p.305
10）同，p.311
11）同，p.306
12）同，p.312
13）同，pp.305307
14）中村達太郎:『日本建築辭彙』，丸善，1909（初版1906），
p.118，p.27
15）滝大吉:『建築學講義録 卷之貮』，建築書院，1896，p.148
16）ドイツ小屋については，堀内正昭:「ドイツの母屋組屋根か
ら見たわが国のドイツ小屋に関する研究」，日本建築学会計
画系論文集 第542号，2001.4，pp.221227
17）詳しくは，堀内正昭:「初代国会仮議事堂の小屋組について
わが国の国会仮議事堂に関する研究 その2」（前掲書）
を参照されたい。
18）妻木頼黄:「廣島に於ける假議事堂に就て」（前掲書），p.297
19）石田潤一郎（山田幸一監修）:『物語ものの建築史 屋根のは
なし』鹿島出版会，1990，p.56
図版出典
図1，16『企画展 日清戦争と広島城』（前掲書）（図1は広島
市立中央図書館所蔵，図16は聖徳記念絵画館所蔵）／図2，10
（複写） 堀内研究室所蔵／図3 建築雑誌（前掲書）／図4，5
衆議院憲政記念館所蔵／図6，8，9『建築學講義録 卷之貮』
（前掲書）／図7，13～15 筆者作図／図11，12 筆者撮影
（ほりうち まさあき 環境デザイン学科）
―42―
